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神奈川県内におけるツバメ類の繁殖分布
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1 はじめに と， 県境や海岸線で部分的になるものも含めて435の

神奈川県内で繁殖するツバメ科 HIRUNDIDAEの鳥 メッシュがえられる。 このうち，山地にあたる68のメ

類には，ツバメ Hirundorustica, コシアカツノくメ ッシュは，メッシュ内に一つも集落を合まず，現在ま

Hirundo daurica，イワツバメ Delichonurbicaの3 での知見ではツパメ類の繁殖の可能性がほとんどなL、

種がある。これらはL、ずれも，元来は，岩壁，洞窟な （イワツバメについては岩壁などでの営巣例が今後発

どの自然の岩場を営巣にしていたと考えられる鳥だ 見される可能性もある〕ので，今回の調査の対象から

が，現在では人家，橋などの人工的建造物に営巣する は省川、た。また，県境や海岸線で，きわめて小面積の

ことが多く ，本県内ではどの種類も自然の岩場での営 メッシュ，臨海工業地帯などで立入りの図難なメッシ

巣は知られていない。 ュの合計23メッシュは調査を行わなかった。従って，

ツバメ類は，人工的環境で繁殖するため，近年の都 今回の調査の対象としたのは， これらを除いた，344

市化の進行の影響をさ まさまな形で受けており，その のメッシュである。

分布も変化しつつある。本県内での繁殖分布について 調査は，まず全県的なアンケート調査を行い， それ

は，横須賀高校定時制生物部 (1964〕によるコシアカ によって情報の収集できなかったメッシュについて，

ツバメ，浜口 (1978〕に よるイワツバメの報告があ 現地調査を行った。

る。またツバメ類3種について総括的に分布を調査し ② アンケート調査

たものとして三上 （1978），旧本野鳥の会 (1980）が 1983年4月および5月に，神奈川県内に在住する日

あるが，前者は南関東，後者は日本全国を対象と した 本野鳥の会神奈川支部会員，自然観察指導員神奈川県

調査である ため，一つの県の調査と しては精度が組 連絡会会員，その他自然愛好家，またこれら会員の少

い。筆者らは，現在の神奈川県内でのツバメ類3種の ない地域については小中学校理科教員を対象に郵便に

繁殖分布を記録し， 今後の分布変化とその要因を調査 よるアンケー卜調査を行った。

するための基礎資料をえたいと考え，1983年の繁殖期 アンケートは，ツバメ類の巣について記入するもの

に調査を行ったのでその結果を報告したい。 で質問項目は下記の通りである （図1〕。

本調査を行うにあたって，アンケー ト調査の実施に a ツバメの種類（ツバメ，コシアカツバメ， イワ

御1協力L、ただいた日本野鳥の会神奈川支部，文献閲覧 ツバメのほかヒメアマツバメも対象とした）

の便宜をはかつてくださ った花輪伸一氏，またアンケ b 巣のあった所の住所

ートに御回答いただいたすべての方々に深く感謝の意 c 営巣した位置，環境

を表する。 d 巣の数

2. 調査の方法

① 調査地域

本調査は国土地理院発行の5万分の1地形図1枚を

縦樹それぞれ8等分し 64に分けたメ ッシュ を基本単

位と して行った。神奈川県全域をこの方法で区分する

e 1983年のようす〔親鳥の出入り，ひななど繁殖

に関わる・1官報〉

アンケートは合計1,200通発送し，回収は340通（回

収率2896）であった。

① 現地調査

アンケー ト調査による情報の集まらなかったメッシ
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図1. アンケート用紙

ュについては， 筆者らが現地調査を行った。調査は主

に自動車ての地域内をまわり， 発見した巣をアンケート

に準じた内容で記録する方法をとった。コシアカツノく

メ，イワツバメについては，成鳥を観察したメッシュ

では，特に入念な巣の探索を行った。調査は1983年6

月8日（津久井郡）， 6月20日 （足柄上郡〕， 7月20日

（横須賀市，三浦市）， 7月21日（足柄下郡〕， 7月25

日（厚木市，横浜市），8月8日（藤沢市他）， 10月2

日（川崎市〉の7日間行った。

また， アンケート調査でえられた情報について，内

容的に疑問のあるものについては，適宜，現地での確

認を行った。

3. 調査の結果

アンケートおよび現地調査の結果，神奈川県内のツ

バメ類の巣について合計3,008件の情報が収集された

(1つの建造物に1種類が営巣しているものを，巣の

数を問わず1件とする〕。種類別の内訳は表1に示し

た通りである。

集められた情報は5万分のl地形図上にプロット

し， 1メッシュに l例でも巣に関する情報があれば，

その種類はそのメ ッシュで繁殖していると判断した。

厳密に言えば，1983年には古巣があるだけで繁殖しな

かった場合もありう るが，アンケー トを主体と した本

調査では，そうした判断は困難なので，何らかの営巣

痕跡があることで，繁殖の証拠とみなしたわけであ

る。ただし，イワツバメの場合は，明らかに古巣のみ

で，成鳥が見られないメ ッシュがあったので，それは

別に整理した。

こうした方法によって，ツバメ ・コシアカツバメ ・

イワツバメの1983年現在における繁殖分布図を描き，

図2～4に示した。

また， 1983年に繁殖したことが確実でト，営巣場所に

ついても明確な記載のあった約2,000件の情報につい

て，営巣した建造物の種類と，1ケ所の建造物に見ら

れた巣の数について集計し図5および6に示した。

①ツバメの繁殖分布

調査の結果，ツバメの営巣が認められたのは，調査

表1. ツノ〈メ類の営巣について収集された情報件数

ツ p、. メ コシアカツバメ イワツ ノ〈メ 4に〉I 計

アンケート調査 2, 367 (88. 6%) 236 (8. 8%) 68 (2. 5%〕 2,671 

現 地調査 303 (89. 9%) 24 (7. 196〕 10 (3. 0%) 337 

4口ι 百十 2,670〔88.8%) 210 (8. 6%) 78 (2. 696) 3,008 
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図6, ツバメ類3種の同一箇所の営巣数

対象とした344メッシュの94,896にあたる326メッシュ ある水田の有無が，営巣の条件となっている可能性が

であり，本種は全県のほとんどすべての地域で繁殖し 示唆された。伊勢原市大山は大きな集落だが， 標高の

ていることが明らかになった。営巣が認められなかっ 高い所にはツバメの巣がなく，標高200mまで下って

たのは，川崎市の臨海工業地帯の一部，丹沢 ・箱根 ・ ＊回が近くなってから，はじめて巣が認められる。こ

小仏の各山地の山麓で数戸の人家しか含まないような のことも，この仮説を支持しているだろう。

メッシュ，箱根の別荘地や温泉のみのメ ッシュであっ ツバメの営巣場所をみると，もっとも多かったのは

た。すなわちある程度の人家のあるメ ッシュにはほぼ 商店で，ツバメの営巣例全体の54%を占めていた。商

10096繁殖していると言える。 店は，人目につきやすいため，過大評価されている可

聞き取りによると，市街地でも農村でも，昔と比べ 能性があるが，その割合が大きいことは疑いない。そ

るとツバメが減ゥたとL寸 話がよく聞かれたが，その れに次いで多かったのは民家，ビノレ，アーケード，学

減少は，繁殖分布図に空白地帯をうむほどにはし、たつ 校官庁の順であった。他の種類と比べると，駅，アー

ていないと言うことができるだろう。今回の調査では ヶー ド， 歩道橋，牛舎はツバメのみが利用している環

繁殖密度については把握することができなかったの 境で，本種がもっともし、ろいろな種類の建造物を広く

で，今後はその面からも真に減少の傾向があるのかを 利用していた。建造物の材質からみても，木造の牛舎

確める必要がある。なお，密度に関しては，牛舎のあ や民家から，コンク リートのヒソレまで他種よりも選択

る1長村地帯と商店街で高く，ヒソレ街・住宅地 ・工場街 の幅が広いと恩われる。

では低いように，現地調査の印象では感じられた。 1ケ所に見られる巣の数をみると全体の81%を，単

山聞の孤立した集落でもツバメの繁殖は認められ， 独営巣が占めていた。1つの建造物に2つ以 ｜ニの巣が

膝野H町和田 ・牧馬，山北町人遠 ・塩沢，南足柄市地蔵 見られる場合でも， 実際には 1つの巣だけが利用され

堂のような戸数の少ない所でも ， ！~%家に 1 ～数つがい ている場合が多かった。しかし，複数のつがいが接近

が蛍巣していた。 一方，藤野町板谷，相模湖町底沢， して蛍巣することもまれではなく，特に牛舎では50巣

山北｜町畑，箱根町畑宿のようにツバメの繁殖していな をこすコロニーが記録された例がある。

い集落もあった。これらの集溶に共通の特徴は，水田 ① コシアカツハメの繁殖分布

がないか，ほとんど作られていないことであり，特に コシアカツバメの営巣が認められたのは，344メッ

山間では，巣材の採集や，採餌のために重要な環境で シュの15,196にあたる52メッシュであった。ツバメと
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比べると，その分布は局地的であり，湯河原から逗子

にいたる相模湾沿いの沿岸部に集中している。南足柄

市～秦野市付近，横浜市戸塚区付近，川崎市多摩区付

近では，やや内陸部での繁殖が認められた。

営巣場所についてみると，中高層住宅に営巣するも

のが多く，コシアカツハメの営巣例全体の48ヲ6を占め

ていた。これは3～5階建の集合住宅を利用するもの

で，階段室の最上階の天井lこ営巣する場合が多L、。中

高層住宅以外では，ヒール，学校・官庁での例が多く，

大規模な建物に営巣する傾向が目立った。

1ケ所に営巣する数は，単独営巣がもっとも多かっ

たが，2～10数個の小コロニーを作っている割合は，

ツバメよりも高かった。しかしツバメのように50巣を

こすようなコロニーを作っている例は見られなかっ

た。

① イワツハメの繁殖分布

イワツバメの営巣が認められたのは， 344メッシュ

の8.7%にあたる30メッシュであった。他に4メッシ

ュでは，過去に繁殖した巣の跡だけが確認された。コ

シアカツバメ同様，分布は局地的だが，本種の分布は

県北，県犬，県西にかたよっており，相模川と酒匂川

の流路沿いに主な繁殖メッンュが並んでし、る。また別

に，多摩川沿いにも分布が認められた。

営巣場所についてみると，他種のあまり利用しない

橋げた ・ガードの営巣が目立っている。またその他で

は，工場 ・学校 ・官庁などの大きな建物が利用されて

いた。営巣数は，他種とことなり大きなコロニーを作

るのが一般的で，200巣以上．のロロニーも 3例記録さ

れた。

① 市町村別の繁殖分布図

例えば神奈川県を，いくつかの地域に区分して生物

の分布を表現するには二通りの方法がある。 1つは，

機械的に直線によるメッシュに区分する方法で，本調

査で行ったような経緯度による場合と，等距離の直線

で区分する場合がある。もう一つは，行政区画や地形

を考慮、lこ入れて，地域を区分するものである。前者

は，メッシュがほぼ等面積になるので量的な比較がし

やすい，コ ンビューターによるデータ処理が容易であ

るなどの利点がある一方で，機械的に区分するので現

地での境界がわかりにくい，分布図を利用する市民の

生活感覚とのつながりが稀薄になるなどの欠点があ

る。

．繁殖確認

区17. ツハメの繁殖分布（神奈川県植物誌調査会のメッシュによる〉
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図8 コシアカツバメ

の繁殖分布とそ

の変化
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図9. イワツバメの繁

~I立分布とその変
化

40 
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現在，神奈川県では全県的な刷物調査が行われてい

るが， この調査では，地域の 自然な まとまりを重視

し， 全県を区市町村（広い場合には日村により高Ill分す

る〉を中心とした 108のメッシュに区分して，記録を

行っている（神奈川県植物誌調査会 1979〕。

今後，神奈川県における動植物の分布についての知

見が集積されてくるについて，基本的な情報桜川を，

どのような地域区分で行うのか， 具体的には5万分の

l地形図を基にしたメッシュで行うのか，植物誌調査

会で行っているようなメッシュで行うのかは，長期的

に見て？きわめて重要な問題である。ここでは，そう

した議論を進める一つの契機として，ツバメ類の分布

を，植物誌調査会の方式によっても表現しておくこと

にした。コシアカツバメ，イワツバメについては，後

に述べる過去の記録もこの方法で示した（図7～9〕。

なお，植物誌調査会のメッシュは，丹沢では fW！高

1, ooom以上を別区画にしているのに，箱根ではして
いないなど， 若干，基準に不統ーな点がある。ここで

は，箱根町のうちHAK-2, 1-IAK  3, 1-IAK-

4の3メッシュを，神山・ 駒ヶ-/'ii；の1,000m以J・.のメ

ッシュとそれ以外の〆ッシュの2メッンュに分け直し

た。 また，近年，行政区画が変更になって生まれた

川崎市の麻生区と宮前区は，新しく独立メッンュとし

た。従って図7～9は全県を 109のメッシュに分けて

表示している。

4 考察

本調査で明きらかとなった繁YI自分布のうち，過去の

調査記録のあるコシアカツバメとイワツバメについ

て，その変化をまとめてみたい。

① コシアカツハメの繁殖分布の変化

神奈川県におけるコシアカツバメの分布について，

はじめて報告したのは横須賀高校定時制生物部(1964〕

である。同部！ま1961年から64年にかけて，分布訓j査を

行い，小田原，松岡，秦野， 平塚，牒沢，鎌倉，逗

子，横須賀の各市での営巣を報告している。また，営

巣開始年代にもふれ， 小田原は1940年以前から，鎌倉

1952年頃，逗子1959年頃，平塚1960年頃，秦野1961年

頃，横須賀1961～3年にそれぞれ営巣が開始されたと

している。すなわち1960年代には，県下のコシアカツ

バメの分布は現在よりも，局地的であり， しかも当

時，新しく営巣が認められるようになった地域が多

く，分布が拡大する傾向にあったことがうかがわれ

る。

また村山（1963）は，横浜市磯子区杉田での営巣例

を報告し，その記事に対し，高山一彦氏は横浜市内でh

の本砲の観察例は1939年以来だとコメントしている。

三 七〔1978）は，間関東一円でのツバメ類の分布調

査を行い，特にコシアカツバメについて， くわしく調

査を行った。また浜口（末発表〕も，1977年にコシア

カツバメの営巣状況について情報収集を行った。 これ

らの調査によって，1977年のコシアカツバメの繁殖分

布については詳細な状況が明らかになっている。それ

によると相模湾の沿岸部では小田原市から三浦市にい

たるまで分布が辿続し，また横浜市戸塚区 ・保土ヶ谷

区および川崎市多摩区で新たに内陸部て、の繁殖が記録

された。

隣接する東京都内の繁殖状況をみると（東京都公害

局1975〕，戦後とだえていた繁殖例が1970年代に復活

し1971年に町田市， 1973年に多摩市および日野市で記

録されたとしづ。川崎市多摩区での繁殖記録はこうし

のた分布拡大と関迎したものとみることができょ う。

これらの文献および本調査の結果をまとめ，繁殖分

布の変化を図8に示した。これによると繁殖メ ッシュ

数は1960年代は11,1977年代は26,1983年は34であり

コシアカツバメはこの20年間に分布を拡大してきたと

言うことができる。しかし，湯河原，真鶴方面の繁殖

は過去の調査では見落されていた可能性が強L、ので，

1977年から1983年への変化は教字に現われたほど大き

くはないと思われる。

また， この20年間にコシアカツバメの営巣場所が

変化してきたこと も重要である。横須賀高校定H寺制生

物部（1964〕は， 1964年当時，逗子市内で14ケ所（商店

7ケ所，官庁 。銀行5ケ所，駅2ケ所〕の営巣を報告

しているが，このうち1983年にも営巣が認められたの

は逗子郵便局の 1ケ所のみであり ，逗子の市街地には

ほとんどコシアカツバメが営巣していなL、。1960年代

はコシアカツバメは主に市街地のモノレタノレ建築に営巣

していたが，こうした市街地での営巣が減っている傾

向は桜子市だけでなく，鎌倉市，藤沢市，小田原市で

も認められる。減少の原因は，現在のところ明きらか

ではないが，建物の建て直しが進んで営巣条件がかわ

ったこと，巣を;jtij取りするスズメやヒメアマツバメと

の競合の影響などが考えられる。

Tb街地での減少の一方，1970年代以降の大きな傾向

は，団地の中高層住宅での営巣がふえたことである。

19771'ドおよび1983年の調査で新しくつけ加わった繁殖

メッシュの多くは，茅ケ崎市浜見平団地，旅沢市善行

41 



団地， 戸塚区大正団地，緑区たまプラーザなど団地で

の営巣例によるものである。

想像をたくましくすれば， 1960年代に各地で新しく

コシアカツノ4メの営巣が始まったのは，木造建築から

モノレタノレ建築への変化に関連したものではなかったろ

うか。その後，神奈川県下のコシアカツバメは，コン

クリー卜の中高層住宅への営巣を開始し，それを足が

かりに地理的分布を拡大していった。一方， 市街地で

は逆に勢力が衰える傾向にある。筆者らは，コンアカ

ツバメの分布変化をこのように考えている。

② イワツハメの繁殖分布の変化

神奈川県内におけるイワツバメの繁殖例をはじめて

報告したのは中村 (1974〕であり，開成田］の建物で

1972年から新しいコロニーが形成されたことを報じ

た。池田（1977）は東京都三多摩地方を中心とした地

域でイワツバメの分布調査を行い，相模湖町， 津久井

町，相模原市の3ケ所のコロニーを報告した。筆者は

1977年に大磯町で新しいイワツバメのコロニーを発見

し，それを契機に全県的な調査を行って， 11ケ所のコ

ロニーを報告した（浜口 1978〕。

イワツバメは， 集団で繁殖することが多いので，新

しくコロニーが形成されると一般の人の注意もひき，

コロニーの形成年代を比較的正確に知ることができ

る。過去の調査および本調査の結果から， 1972年，

1977年，1983年の3つの年代にわけて繁殖分布を示し

たのが図9である。

繁殖メッシュは1972年は5,1977年は7, 1983年は

23であり，イワツバメは本県では過去10数年間に明き

らかに分布を拡大している。現在知られた範囲でもっ

とも 古いコロニーは， 相模湖町ーの相模ダムのもので

1950年代前半には営巣を始めていたらしい。1972年に

存在した他の4ケ所のコロニーはいずれも1970年から

1972年に形成されたものであり，分布の拡大は1970年

代の前半に始まったと言える。

イワツバメの営巣場所は本県では， 大きな建物のひ

さしゃ吹きぬけ， 橋げたが多く， 111間部よりも平野の

市街地周辺で営巣しているものが多い。その分布の拡

大は，相模川，酒匂Jll，多摩川の三大河川に沿って行

われてきたように考えられる。

東京都下における分布の拡大については， 金井

〔1976〕，池田 〔1977）らの報告があり， 1928～34年に

かけて農林省鳥獣実験所が行った移値試験によ って長

野県内から移入されたものが， 八王子市に定着し，そ

の子孫が三多摩地方に分布を拡げたとされている。本
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県内での分布拡大のうち相模川および多摩川を下流に

向かつて拡がってきた動きは，この東京都における分

布拡大の一翼を担うものと判断してよいだろう。しか

し，酒匂川流域の一群がどこに起源を持つものかにつ

いては，現在のところ，まったく不明である。

いったん形成されたコロニーが廃棄されることも観

察される。中村 (1974〕の報告した開成町のコロニー

は， 1977年には既に巣の跡しか見られなかった。渡部

〔1977〕はイワツバメのコロニーが廃棄される原因と

して， ①スズメの侵入②環境の悪化①巣がつく場所の

減少①巣内寄生虫の増加をあげている。本県では相模

原市役所，松田小学校，相模湖町のボーリングJ易など

の大規模なコロニーが安定しているのに，数個～十数

個の巣の数のコロニーが不安定である傾向がある。そ

の原因を説明するには②～①だけでなく，特に①の巣

を横取りするススメの影響が大きいのでないかと考え

られる。たとえば， 1982年から営巣が開始された平塚

市のみずほ小学校では， 1982年，83年とも 5～6個の

巣が作られたが，途中でスズメの攻撃を受け， 2年と

も繁殖成功にはいたらなかった。この点については，

今後の調査でさらに詳しく観察していきたい。

神奈川県のイワツバメは，現在も分布を拡大してい

る。1983年にも海老名市有馬高校，平塚市湖南大橋な

どで新たに営巣を開始したのが記録された。今後の動

向に注目していきたい。

5. まとめ

神奈川県内におけるツバメ，コシアカツバメ，イワ

ツバメの繁殖分布を調査し， 次のような結果をえた。

(1) ツハメは全県的に広く分布しているのに対し，

他の2種の分布は局地的で，コシアカツバメは相

模湾の沿岸部に，イワツバメは県の西半に分布が

偏っていた。

(2) ツバメは商店，民家，牛舎，アーケードなど各

種の建造物に広く営巣していたが，コシアカツハ

メは中高層住宅と大きな建物，イワツバメは橋げ

た・ガードと大きな建物に集中していた。

(3) コシアカツバメは過去20年間に分布を拡大した

が， 70年代のそれは主に中高層住宅への営巣によ

るものと考えられた。

( ~ ) イワツハメは過去10年聞に著しく分布を拡大し

ており，その傾向は現在も続いていることが明ら

かになった。
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